
私
（

安
藤

）
は

、
総

勢
 

28 名
の

、
 

品
川

の
青

年
の

バ
ス

ツ
ア

ー
で

大
会

 

に
参

加
。

日
程

は
以

下
の

通
り

で
す

。
 

【３
日

】（ 

23 時
）大

井
町

出
発

→
【４

日
】 

（
 

11 時
）広

島
着

。
原

爆
ド

ー
ム

、
原

爆
 

の
子

像
に

折
鶴

を
捧

げ
た

後
、

平
和

 

記
念

資
料

館
→

大
会

開
会

式
→

岩
国

 

米
軍

基
地

見
学

→
バ

ッ
ク

パ
ッ

カ
ー

宿
 

へ
→

【
５

日
】
被

爆
者

を
訪

ね
る

分
科

 

会
→

市
内

散
策

→
宿

へ
【
６

日
】
市

平
 

和
記

念
式

典
・
黙

祷
→

大
会

閉
会

式
 

→
自

由
時

間
→

（
夕

方
）
広

島
発

→
 

【７
日

】（早
朝

）大
井

町
着

。
 

被
爆

体
験

（
左

囲
み

）
を

聞
い

た
 

後
の

青
年

同
士

の
分

散
討

論
で

は
 

「
『

本
当

に
あ

っ
た

の
か

』
と

ど
こ

 

か
で

思
っ

て
い

た
が

、
そ

れ
が

変
わ

っ
 

た
」

「
平

和
記

念
館

で
の

白
黒

の
写

 

真
を

、
リ

ア
リ

テ
ィ

ー
も

っ
て

ひ
き

 

つ
け

る
力

が
自

分
に

欲
し

い
」

「
今

 

ま
で

は
『

か
わ

い
そ

う
だ

』
『

悲
し

 

い
』

と
思

っ
て

い
た

。
共

感
す

る
こ

 

と
は

大
事

だ
が

、
今

は
そ

れ
を

一
歩

 

進
ま

せ
た

い
」

。
率

直
で

真
剣

な
感

 

想
が

出
さ

れ
ま

し
た

。
事

実
を

つ
か

 

み
、

唯
一

の
被

爆
国

と
し

て
日

本
の

 

世
界

的
・

歴
史

的
位

置
を

確
認

す
る

 

こ
と

の
大

切
さ

を
再

確
認

し
ま

し
た

。
 

◆
◆

◆
 

被
爆

 

65 年
目

の
広

島
は

、
「

二
〇

 

二
〇

年
ま

で
の

核
廃

絶
」

「
核

の
傘

 

か
ら

の
離

脱
」

を
躊

躇
な

く
目

標
に

 

掲
げ

、
力

強
く

歩
ん

で
い

ま
す

。
被

 

爆
者

の
方

々
を

先
頭

に
、

「
自

分
達

 

の
運

動
が

世
論

を
動

か
し

て
き

た
」

 

と
の

確
信

に
あ

ふ
れ

て
い

ま
し

た
。

 

一
方

、
非

核
平

和
都

市
宣

言
を

し
 

て
い

る
品

川
区

で
す

が
、

未
臨

界
核

 

実
験

に
は

抗
議

し
な

い
な

ど
、

ダ
ブ

 

ル
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

容
認

。
「

持
て

 

る
国

は
、

即
座

に
核

兵
器

を
捨

て
よ

」
 

と
の

自
ら

の
宣

言
に

も
反

し
て

い
る

 

の
は

情
け

な
い

限
り

で
す

。
 

日本共産党区議会議員 
JapaneseCommunistParty 

安藤たい作 
ニュース 

★生活相談・当ニュースに対するご意見は5742-6818（区議団控室）またはantai@jcp-shinagawa.comまで 

第12７号 

2010・9・5 

原水禁2010年世界大会に参加してきました 

安藤たい作ニュース は、「品川区議会における政務調査費の交付に関する規定」で定める使途基準「広報・活動費」に基づき、政務調査費によって発行されています。ご意見・ご感想をお寄せください。 

品川の区長選・区議補選が間近。 

４年前は、共産党の躍進が政務 

調査費改善の原動力に。品川か 

ら、未来切り拓く政治の一歩を！ 

区政報告 

８
月

４
～

６
日

、
２

年
ぶ

り
に

原
水

禁
世

界
大

会
ー

広
島

に
参

加
し

ま
し

た
。

 

被
爆

か
ら

 

65 年
目

。
昨

年
の

オ
バ

マ
演

説
、

今
年

５
月

の
Ｎ

Ｐ
Ｔ

再
検

討
会

議
 

を
経

て
、

核
兵

器
の

な
い

世
界

の
実

現
へ

、
次

の
一

歩
を

踏
み

出
す

大
会

で
す

。
 

共産党 品川 バックナンバーは 
突然ですが･･･原水爆禁止世界大会とは 

'54年のビキニ環礁水爆実験での第五福竜丸の被爆をきっか 

けにおこった核廃絶運動の高まりの中、'55年に広島で第１ 

回大会が開催。以来、政府や反核平和運動家、被爆者など 

による世界の核廃絶運動の交流と連帯の場となっています。 

今年は国連の軍縮担当上級代表も参加。この大会で呼びか 

けられた690万余の「廃絶」署名は、今年５月のＮＰＴ（核 

不拡散条約）再検討会議に届けられ、「核保有国を含む全 

ての加盟国が、核廃絶に向け行動を開始することに合意す 

る」最終文書の採択、会議成功の上で力を発揮しました。 

「投下、爆発の瞬間は空気が真っ白になって何も 

見えなくなった。昔のカメラのフラッシュのよう」「被爆 

者は、全身に火傷を負い、小学校にムシロの上に 

次々と運ばれてくる。うめき声が一つになって地獄の 

うめき声とはこういうものかと思った。」「死んだ人は土 

手を掘って焼かれていた。家から毎日焼かれた火 

が見え、人が焼ける匂いがする。ついさっきまで身 

近に生きていた人間がこうなる。絶対に核兵器を使 

わせてはいけない」「何でも聞いて欲しい。分かるこ 

とはみんなお話します。若い人に先頭に立ってもら 

いたい。私は十分に気持ちはあるがもう体がついて 

いかない。」24歳で被爆したＡさん（現在88歳） 

原
水
禁

大
会

青
年

バ
ス
ツ

ア
ー

行
程
 

（
左
）
平
和
祈
念
式
典
に
 

国
連
事
務
総
長
と
し
て
初
 

め
て
参
加
し
た
潘
氏
を
公
 

園
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
見
つ
 

め
る
市
民
。

 

安藤たい作プロフィール '74年仙台市生まれ。宮城教育大卒。在学時に日本共産党に入党。'98年漫画家を志し上京、'02年青年誌奨励賞受賞。'06年の区議補選で初当選。現在、二期目。



お知らせ 無料生活・法律 
相談会 

９月の 
①弁護士さんと一緒に相談会を行います。生活 

のこと法律のこと、お気軽にご相談ください。 

②当日直接お越しいただいても結構ですが、お 

待ち頂くこともあります。事前に予約の電話を 

入れて頂いた上、ご参加いただけると確実です。 

（平日日中:５７４２－６８１８） 

（土日は:３７８５－２８１０） 

（当日相談会開催中は：３４９１－３２３０） 

９ 月 21 日（火） 

夜６：30～８：30 
安藤たい作西品川事務所 
（品川区西品川３－16－３） 

大崎駅南改札口出て右へ、歩行者デッキ徒歩５分 

毎週火曜日 
AM１０時～PM５時 

安
藤

た
い

作
事

務
所

 相
談

日
 

お気軽にお越し下さい。 

＊
相
談
日
で
な
く
て
も
、
随
時
相
談
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
電
話
下
さ
い
。

 

くらし守る品川区政へ、刷新！ 皆様のご要望やご意見をお寄せ下さい 

９月12日（日） 

午前10時～12時 
大崎第２区民集会所・第２集会室 

（大崎ウエストシティタワーズ内） 

安藤たい作 （区議会議員） 

沢田英次 （あたたかい品川区政をつくるみんなの会） 

石田ちひろ （党品川地区・医療福祉対策委員） 

お話しします 

こんな相談が寄せ 
られています。 

●開発が進み交通量が増え 

ているので、百反坂の横断 

歩道への信号機の設置を進 

めてほしい 

●姉が介護老人保健施設に 

入所しているが、そろそろ 

他を探してくれと言われ困っ 

ている 

●職場から不当解雇を受け 

て撤回を求める裁判、仮処 

分を申し立てるところだが 

どうしたらいいか


